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町田市立国際版画美術館　　　撮影　タカオカ邦彦

十
一
月
の
ま
ち
び
と

藤
森 

重
紀

風
の
気
配
に
ふ
り
か
え
る
と

散
り
し
き
る
紅
葉
も

ひ
か
り
の
旋
律
に
変
わ
っ
て
い
く

 

噴
水
の
虹
を
合
図
に

落
ち
葉
を
踏
み

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
集
う

幾
人
も
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

 

廻
廊
の
棚
に

さ
り
げ
な
く
置
か
れ
た

謎
多
い
版
画
家
の
伝
記

ま
だ
見
ぬ
絵
の
秘
密
が

そ
こ
に
あ
る
か
の
よ
う
に
…

 

こ
の
秋

ふ
い
に
思
い
立
ち

煉
瓦
色
の
建
物
を
訪
ね
た
の
は

い
ず
れ
の
ま
ち
び
と
か
ら
の

こ
と
づ
て
で
あ
っ
た
ろ
う
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M AC H I DA  AU T U M N  &  W I N T E R  S P E C I A L  I

L E T ' S  G O  T O  T H E  M AC H I DA  M U S E U M

01町
田
に
は
ア
ー
ト
を
享
受
で
き
る
施
設

が
と
て
も
充
実
し
て
い
る
。
国
内
外
の
版

画
作
品
を
収
蔵
し
て
い
る
世
界
的
に
も
珍

し
い
国
際
版
画
美
術
館
、
畦あ

ぜ

地ち

梅
太
郎

の
工
房
「
あ
と
り
え
・
う
」、
三
橋
國
民

の
鎮
魂
祈
念
館
を
は
じ
め
、
市
民
ア
ー

V A R I O U S  M U S E U M S

ア
ー
ト
に
触
れ
て

　　感
性
を
磨
く

テ
ィ
ス
ト
の
隠
れ
た
名
作
を
鑑
賞
で
き
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
実
に
多
彩
だ
。
講
演

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
魅
力
的
な

イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
。
こ
の
秋
は
町
田

で
た
っ
ぷ
り
ア
ー
ト
に
触
れ
て
み
よ
う
。
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美
術
館
・
博
物
館
に

特
集

1

あとりえ・う

こ
の
秋
、
町
田
で

観
て
、
触
れ
て
、
学
ぶ
。

一
度
は
行
っ
て
お
き
た
い
町
田
を
代
表
す
る
美
術
館
や
博
物
館

作
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宿
る
ア
ト
リ
エ
や
貴
重
な
資
料
館

見
逃
せ
な
い
展
覧
会
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
…

美
術
館
・
博
物
館
は
新
し
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

野津田町3272 薬師池公園内
042-736-8281
9時30分～16時30分（入館16時迄） 
火休（祝日の場合は翌日）　入館無料

写真展の企画をはじめ、写真愛好家の
個展、グループ展、また経験豊富なス
タッフのアドバイスが受けられる撮影
会や講座も開催している。

町田市フォトサロン

原町田4-28-1　042-726-2771　平日: 10時～17時（入場16:30迄）  土日祝: 10時～17時30分（入場17時迄）
月休（祝日の場合は翌日）　企画展有料

町田市立
国際版画美術館

緑豊かな芹ヶ谷公園の一角に1987年にオープンした版画専門美術館。
葛飾北斎、歌川広重、ピカソやレンブラントなど世界に名だたる芸術家の作品をはじめ、収蔵数は3万点超。
企画展示室と常設展示室のほか、アトリエ、版画工房、講堂、市民展示室などがあり、制作や発表をすること
もできる。

1. 版画工房は初心者対象の講座
などが催されている  2. 葛飾北斎 
『諸国瀧廻り  相州大山ろうべん
の瀧』 天保4年（1833）頃　町田
市立国際版画美術館蔵

2

野津田町1000　042-708-2480
11時～17時（入館16時30分迄）
月火休　入場料1,200円

西山美術館
『考える人』で有名なロダンや、パリの
モンマルトルを多く描いたユトリロ専
門の美術館。世界の銘石や庭園散策
も楽しめる。

山の版画家と異名をとる畦地梅太郎は町田市初の名誉市
民。今なお多くのファンを魅了する作品や仕事道具を生前
仕事に打ち込んだ工房で見ることができる。

あとりえ・う（畦地梅太郎ギャラリー）

鶴川1-13-12　042-734-8586　11時～16時（入館15時30分迄）
※夏季は11時～17時開館　月～水休　入館無料

原町田4-16-21 キムラヤビル2F-1
042-851-8085 
平日 12時～20時　土日祝 11時～19時
月火休　入場無料

大型鉄道ジオラマが常設され、
見て作って遊べるギャラリー。
夕刻からは夜景モードに。

アトリエminamo
ジオラマギャラリー

原町田3-3-17 勝楽寺釈迦堂L階　042-722-3147　9時～17時
無休　入館無料

造形美術家・三橋國民
（名誉都民・名誉市民）の
ギャラリー。太平洋戦争
で奇跡の生還を果たし、
鎮魂をテーマに生涯製
作活動を続けた。

三橋國民 鎮魂祈念館

1・ユトリロの収蔵数では世界第2位を
誇る　2・カフェではマイセンの器でコー
ヒーが楽しめる

1

で
か
け
よ
う

ジ
オ
ラ
マ
製
作
の
第
一
人
者
・
宮
澤
さ
ん

カラス（鉄・1964年）
可愛いグッズも
いっぱい！
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02

03

歴
史
や
芸
術
、
民
俗
、
自
然
科
学
な
ど
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
を
閲
覧
で
き
る
の
が

博
物
館
。
収
蔵
品
の
中
に
は
長
い
時
を
超
え

て
今
に
至
る
貴
重
な
資
料
や
、
町
田
で
し
か

見
ら
れ
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
品
々
も
。
町
田

に
関
す
る
資
料
が
豊
富
に
揃
う
市
立
博
物
館

知
識
を
深
め
、

　
　
　

  

知
性
を
磨
く

や
自
由
民
権
資
料
館
、
小
島
資
料
館
は
、

町
田
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
。
知
識
を
深
め
、
知

性
を
磨
け
る
だ
け
で
な
く
、
町
田
へ

の
愛
着
も
深
ま
る
は
ず
。
さ
あ
、

こ
の
秋
は
博
物
館
に
出
か
け
よ
う
。

山崎町1804-1　042-792-1326　9時～16時30分
月休（祝日の場合は翌日）　入館無料

蝶など昆虫類の自然資源の展示室、大小の講習室やボランティアルーム
などがある。「がにやら」は「カニのすむ谷戸」という地元の呼び名「ガニ
ヤラ」に由来。

忠生がにやら自然館

野津田町2288　042-736-8380
11月～1月: 9時30分～16時
2月～10月: 9時30分～16時30分
月休（祝日の場合は翌日）　入館無料

農機具や生活道具を展示するふれあい館、パ
ネル展示館、体験実習館の3棟があり、七国山
で収穫した菜種を月1回絞り、販売している。

ふるさと農具館

下小山田町4016
042-727-9661（開室日のみ）　10時～16時
9～6月は第2・4土日と祝日のみ開室
入室無料

埋蔵文化財の宝庫と言われ、数多くの遺跡
や土器類が発掘されている町田市。その中
から、縄文時代を中心に約200点の遺物を
展示。実際に触れることができる石器も。

町田市考古資料室

本町田3562　042-726-1531　9時～16時30分　月休（祝日の場合は翌日）　
入館料300円（中学生以下無料、障がい者半額）

1973年「町田市郷土資料館」として開館し、1976
年に名称を「町田市立博物館」に改称。市内の埋
蔵文化財や民俗資料のほかに、ガラス器・陶磁器・

町田市立博物館
ヨーロッパ懐中時計・風俗画・大津絵等の美術工
芸品を収集して広く公開するだけでなく、様々な
特別企画展やイベントを開催している。

ボヘミアガラスのコレクションは国内でも屈指

特別展「きもの、乙女たちのハレ姿」では
美しい和服類が展示される

火のついた炭を入れて
使用した昔のアイロン

野津田町897　042-734-4508　9時～16時30分　月休（祝日の場合は翌日）　入館無料

自由民権運動や町田の歴史に関する資料を中心
に展示・保管している。自由民権運動に関わった
村野常右衛門が私財を投じた文武道場「凌霜館」

町田市立
自由民権資料館

跡地に1986年に建てられた。常設展「武相の民権
／町田の民権」では、武相地域（多摩を含めた当
時の神奈川県域）の自由民権運動の資料を展示。

板垣退助の式辞（1916年）

▲

有名な次郎の遺書

近藤や沖田の手紙や稽古着、
新選組の墨印などを展示

9 MACHI -BITO 8MACHI -BITO

D E E P E N  Y O U R  K N O W L E D G ED E E P E N  Y O U R  K N O W L E D G E

※イベントは予告なく中止・変更となる場合があります。年末年始の休館など詳細は直接お問い合わせください。

期間限定！とっておき企画展情報

M AC H I DA  AU T U M N  &  W I N T E R  S P E C I A L  I

L E T ' S  G O  T O  T H E  M AC H I DA  M U S E U M

小野路町950　042-736-8777　13時～17時　毎月第1・3日曜のみ開館
※1・2月は冬季休館　入館料600円（小学生300円）

小島資料館
新選組の近藤勇・土方歳三らが剣術の出稽古に訪れて
いた小島家に残る新選組や町田の貴重な資料を収集、
公開している私設資料館。

能ヶ谷7-3-2　042-735-5732
10時～17時（入館16時30分迄）
月休（祝日は開館）　入館料1,050円

旧白洲邸 武相荘
白洲次郎と白洲正子が1942年から移り住んだ茅葺屋
根の邸宅で、当時の二人の生活を窺い知ることができ
る。白洲家のカレーが食べられるレストランも併設。

相原町2600　042-782-9814　9時30分～16時30分
土日祝休、大学入試・夏季冬季休業・展示替え期間休館
入館無料

東京家政学院 生活文化博物館
身近な暮らしと結びついた生活文化とその歴史を明らかにする
ことを目的に1990年に開設した。近年は母体となる東京家政
学院大学・旧短期大学が収集した資料を中心に展覧会を開催。

玉川学園6-1-1　042-739-8656　9時～17時（入館16時30分迄）　土日祝休　臨時休館有　入館無料

日本教育史、芸術、民俗、考古、グールド鳥類図譜、ガスパール・カサドおよび原智恵
子関係、そして創立者小原國芳関係、校史関係などを収蔵し、精選した約500点を
公開している。独自の企画展も随時開催。

玉川大学 教育博物館

昭和薬科大学 薬用植物園

東玉川学園3-3165　042-721-1585　10時～16時　入園無料

温室棟を中心に草本植物区、木本植物区、水生・湿生植物区、林下区などか
らなる総面積1万8,000m2の敷地には、漢方薬の原料となる薬用植物が中心
に植えられ、珍しい野鳥や昆虫も生息。毎週土曜日公開。

近場で楽しめるアートや文化イベントはまだまだいっぱい。
編集部がセレクトした気になるイベントを少しだけご紹介。

第5回 FUGA展（平面作品） 12月12日㈬～12月16日㈰ 市民ホールギャラリー 042-736-6728

浮世絵と百人一首 1月5日㈯～4月7日㈰ 国際版画美術館 042-726-2771

幕末・維新期の町田－激動の時代を生きた人びと－ 10月6日㈯～11月25日㈰ 自由民権資料館 042-734-4508

加藤土師萌展
色絵磁器を極めた人間国宝 その技とデザイン 12月8日㈯～1月27日㈰ 町田市立博物館 042-726-1531

つるし雛の作品展 「つり雛まつり」 2月17日㈰～3月3日㈰ 芹ヶ谷ひだまり荘 090-5515-0266

玉川学園雛めぐり 2月21日㈭～3月3日㈰ 玉川学園各ギャラリー 042-725-8122

10月29日㈪～1月27日㈰ 玉川大学教育博物館 042-739-8656「明治の教育と博物学－こどもたちが学び楽しんだ、
  自然をめぐるモノづくし－」 

第30回 特別展 「きもの、乙女たちのハレ姿」 11月12日㈪～12月21日㈮
1月7日㈪～2月8日㈮

東京家政学院大学
町田キャンパス 042-782-9814

11月9日㈮～11月18日㈰和光大学芸術学科の学生によるアートプロジェクト
「サトヤマアートサンポ2018」

黒川駅南口～
明治大学黒川農場周辺 044-965-5112

24
代
当
主
の
小
島
政
孝
館
長

お待ちして
います♪

当時は貴重な

ものでした

ボクの愛称は「まっくう」デス

お見逃しなく！

ドクロの刺繍は
近藤勇の妻が
したものなんですよ!

←カワイイ
クズの花

← 温室棟

！！
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M A S A KO  S H I R A S U

白洲正子（しらすまさこ） 1910年１月7日東京・永田町生まれ。随筆家。33歳のとき、東京空襲を機に終の棲家「武相荘」に移り住む。著書に『お能の見かた』『かくれ里』『西国巡礼』『日本の たくみ』『両性具有の美』など多数。1997年町田市名誉市民。1998年88歳で没
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2

6

5

白
洲
正
子
の
著
書
『
か
く
れ
里
』
の

冒
頭
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
秘
境
と
呼
ぶ
ほ
ど
人
里
離
れ
た
山

奥
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
街
道

筋
か
ら
そ
れ
た
所
に
、
今
で
も
『
か
く

れ
里
』
の
名
に
相
応
し
い
よ
う
な
、
ひ
っ

そ
り
し
た
真
空
地
帯
が
あ
り
、
そ
う

い
う
所
を
歩
く
の
が
、
私
は
好
き
な
の

で
あ
る
」｜

町
田
市
鶴
川
に
今
も
残
る

白
洲
次
郎
・
正
子
夫
妻
が
暮
ら
し
た

邸
宅
「
武
相
荘
」。
そ
こ
に
、
相
通
じ
る

趣
き
を
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

1
9
1
0（
明
治
43
）年
、白
洲
正
子

は
東
京
・
麹
町
永
田
町
で
樺
山
伯
爵
家

の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
・
愛
輔

は
実
業
家
・
貴
族
院
議
員
。
父
方
の
祖

父
・
樺
山
資
紀
は
薩
摩
出
身
の
軍
人
・

政
治
家
で
警
視
総
監
や
海
軍
大
臣
を
歴

任
し
て
い
る
。
正
子
は
自
分
に
薩
摩
人

の
血
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

て
い
た
と
い
う
。
幼
少
よ
り
能
の
稽
古

に
親
し
み
、
14
歳
の
と
き
に
女
人
禁
制

の
能
舞
台
に
女
性
と
し
て
初
め
て
立
つ
。

「
お
能
を
徹
底
的
に
し
た
こ
と
が
、
私

の
人
生
に
と
っ
て
は
よ
か
っ
た
」
と
本
人

が
語
る
よ
う
に
、
能
は
、
古
典
に
通
じ
、

日
本
人
の
精
神
世
界
や
美
意
識
に
深

く
分
け
入
っ
て
い
く
後
の
著
作
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
も
な
っ
て
い
く
。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。
帰
国
後
、

19
歳
で
白
洲
次
郎
と
結
婚
す
る
。

白
洲
夫
妻
が
鶴
川
を
終
の
棲
家
と
し

た
の
は
1
9
4
2
年
。
百
年
以
上
を
経

た
茅
葺
き
屋
根
の
養
蚕
農
家
を
買
い

取
っ
て
の
こ
と
だ
。
折
し
も
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
っ
て
食
料
も
不
足
し
始
め
た

こ
ろ
の
こ
と
。
東
京
で
の
食
糧
難
や
空

襲
を
予
見
し
て
の
こ
と
で
も
あ
る
が
、

正
子
は
か
ね
て
か
ら
静
か
な
農
村
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。

当
初
は
住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
家
を
、
修
繕
を
重
ね
、
茅
葺
き

の
屋
根
を
葺
き
替
え
て
住
ん
だ
。
古
い

も
の
を
大
切
に
し
つ
つ
、
絶
え
ず
手
を

入
れ
な
が
ら
住
ま
う
、
そ
う
し
た
暮
ら

し
を
正
子
は
気
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

庭
に
は
四
季
を
通
じ
て
木
の
花
、
草
の

花
が
咲
き
、
自
給
自
足
を
志
し
て
畑
仕

事
に
熱
中
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

1
9
4
3
年
、
最
初
の
著
書
『
お
能
』

を
刊
行
。
以
降
、
最
晩
年
ま
で
、
日
本

文
化
全
般
に
関
す
る
随
筆
の
執
筆
に
取

り
組
み
続
け
る
。
戦
後
は
小
林
秀
雄
、

青
山
二
郎
ら
と
親
交
を
結
び
、
文
学
や

骨
董
の
世
界
に
深
く
踏
み
込
ん
で
、
審

美
眼
を
深
め
て
い
っ
た
。
自
ら
を
「
好

奇
心
が
強
く
」「
何
事
に
つ
け
素
手
で
飛

び
込
ん
で
行
く
以
外
に
で
き
な
い
性
分
」

と
語
る
正
子
は
、
常
に
自
分
の
眼
で
見
、

足
を
運
ん
で
執
筆
し
た
。
東
奔
西
走
す

る
姿
は
晩
年
も
変
わ
ら
ず
、
数
々
の
名

紀
行
を
生
ん
で
も
い
る
。
骨
董
の
師
匠
・

青
山
二
郎
を
し
て
「
韋
駄
天
お
正
」
と

言
わ
し
め
た
の
は
伊
達
で
は
な
い
。

1. もとは隠居部屋だった小部屋を書斎に。お
びただしい数の蔵書もそのまま残る　２. 緑や
花が絶えない里山の自然に囲まれた旧白洲邸
「武相荘」　３. 著作は単著だけでも約80冊を
数える。装丁にもこだわり、着物地を使った特
装本なども　4. 晩年のお気に入りミッソーニを
着る　5. 夫白洲次郎氏とのツーショット　6. 母
屋の居間には調度品も残り、正子の生活の様
子が窺われる

特
集

2
随
筆
家
・
町
田
市
名
誉
市
民

白
洲
正
子

生
涯
走
り
続

日
本
の
美
の
け
た

探
訪
者

33
歳
に
し
て
移
り
住
ん
だ
鶴

そ
の
一
角
に
あ
る
北
向
き
の

数
々
の
著
作
は
生
み
出
さ
れ
た
。

生
涯
向
か
い
合
い
、そ
れ
を
一
つ

縦
横
無
尽
に
日
本
の
美
へ
と
分

そ
の
探
訪
は
終
生
尽
き
る
こ
と

川
の
地
と「
武
相
荘
」。

小
部
屋
か
ら

幼
少
か
ら
親
し
ん
だ
能
に

の
軸
と
し
て

け
入
っ
て
行
く
。

な
く
続
い
た
と
い
う
。

名
誉
市
民正

子
け
た

探
訪
者

川
の
地
と「
武
相
荘
」。

小
部
屋
か
ら

幼
少
か
ら
親
し
ん
だ
能
に

の
軸
と
し
て

け
入
っ
て
行
く
。

な
く
続
い
た
と
い
う
。
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3

4

5

12

荒
谷
俊
治
氏
が
音
楽
家
と
し
て
の

第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
の
は
九
州
大
学

の
学
生
の
時
だ
っ
た
。
法
学
部
で
弁
護

士
を
目
指
し
て
い
た
彼
は
、
九
大
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
福
岡

合
唱
協
会
の
一
員
で
、
そ
こ
で
生
涯
の

師
と
な
る
石
丸
寛
氏
に
出
会
う
。
指

揮
の
手
ほ
ど
き
も
石
丸
氏
か
ら
受
け
た
。

法
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
音
楽
を
続

け
る
た
め
に
文
学
部
に
再
入
学
す
る
。

卒
業
後
は
上
京
し
た
石
丸
氏
の
あ
と

を
追
っ
て
荒
谷
氏
も
上
京
し
た
。

東
京
で
の
生
活
は
苦
し
く
、
N
H
K

の
『
み
ん
な
の
歌
』
や
『
う
た
の
メ
リ
ー
・

ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
』
で
編
曲
や
指
揮
を
し
て

生
計
を
立
て
た
。
そ
ん
な
生
活
を
送
り

な
が
ら
2
〜
3
年
が
過
ぎ
た
29
歳
の
秋
、

東
京
放
送
合
唱
団
の
指
揮
者
と
し
て

待
望
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
そ
の
後

38
歳
で
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
指
揮
者
と
な
り
、
そ
の
翌
年
に
は

文
化
庁
の
派
遣
で
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
、
も

う
一
人
の
師
と
仰
ぐ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル

に
指
導
を
受
け
る
。
彼
の
計
ら
い
で
ク

リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
管
弦
楽
団
を
指
揮
す
る

好
機
に
も
恵
ま
れ
た
。

指
揮
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み

上
げ
る
一
方
で
、
荒
谷
氏
は
ア
マ
チ
ュ
ア

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。
1
9
7
2

年
に
南
つ
く
し
野
に
引
っ
越
し
て
く
る

と
、
噂
を
聞
き
つ
け
た
町
田
の
音
楽
愛

好
家
た
ち
が
彼
の
も
と
を
訪
れ
、
町
田

フ
ィ
ル
※
の
設
立
協
力
と
指
導
を
嘆
願

し
た
。
以
来
、
惜
し
み
な
い
愛
情
を
注

い
だ
町
田
フ
ィ
ル
は
桂
冠
指
揮
者
と

な
っ
た
今
で
も
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
大
切

な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
1
年

に
設
立
し
た
町
田
市
芸
術
協
会
で
は

芸
術
活
動
の
普
及
に
懸
命
に
取
り
組

み
、
解
散
す
る
ま
で
の
12
年
間
、
異

な
る
文
化
を
持
つ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
バ
レ

エ
、
合
唱
、
オ
ペ
ラ
を
ま
と
め
、
総
合

芸
術
の
舞
台
を
い
く
つ
も
演
出
し
た
。

荒
谷
氏
の
魅
力
は
そ
の
音
楽
性
に
と

ど
ま
ら
ず
、
人
を
惹
き
つ
け
る
人
間
力

に
も
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
お
お
ら

か
な
人
間
性
。
全
国
の
音
楽
家
か
ら

愛
さ
れ
、
慕
わ
れ
る
人
徳
こ
そ
が
、
音

楽
の
中
に
映
し
出
さ
れ
、
音
と
な
り
響

き
渡
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
好

き
で
す
ね
。
心
に
残
っ
た
演
奏
は
…
た

く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
選
べ
な
い
な
。
ど

の
演
奏
に
も
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。
作

曲
家
や
作
詞
家
の
想
い
、
作
品
の
テ
ー

マ
、
そ
れ
ら
を
全
て
受
け
止
め
て
見
出

し
た
自
分
の
テ
ー
マ
で
、
音
楽
を
創
っ
て

い
ま
す
。
音
に
は
色
も
薫
り
も
厚
み
も

あ
る
。
皆
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た

時
の
音
は
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。」

信
じ
た
音
に
近
づ
け
る
た
め
、
全
身

全
霊
で
タ
ク
ト
を
振
り
続
け
る
88
歳
。

名
誉
市
民
と
な
っ
た
今
も
、
そ
の
情
熱

が
潰
え
る
こ
と
は
な
い
。  

 
 

あ
ら   

た
に  

し
ゅ
ん    

じ

1. 町田市名誉市民章としてのメダル。表彰式
には最愛の妻・和子さんと長女の葉子さん、長
男の俊太郎さんと出席し、記念演奏ではサプラ
イズでタクトを振った　2. 横浜みなとみらい
大ホールの1ショット（2017年8月）　3. 世界
の名ホールを巡るツアーの第一弾、ウィーン楽
友協会大ホールでベートーヴェンの第九を演
奏（2004年12月）　4. 想い出の詰まった楽譜
やタクト　5. 名誉市民の表彰式で石阪市長
（右）、若林市議会議長（左）とともに

特
集

3
指
揮
者
・
町
田
市

圧
倒
的
な
人
間
力
と

薫
り
高
い
音
を
紡
ぎ
出
す
情
熱
と
。

田
市
名
誉
市
民
が
選
ば
れ
た
。

て
60
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち

に
と
ど
ま
ら
ず

普
及
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

で
務
め
た
人
徳
者
で

の
愛
称
で

荒
谷
俊
治

2
0
1
8
年
春
、4
人
目
の
町

荒
谷
俊
治
氏
は
指
揮
者
と
し

そ
の
活
動
は
国
内
外
で
の
演
奏

ア
マ
チ
ュ
ア
の
育
成
や
芸
術
の

日
本
指
揮
者
協
会
の
会
長
ま

カ
ラ
ヤ
ン
な
ら
ぬ『
ア
ラ
ヤ
ン
』

多
く
の
人
か
ら
慕
わ
れ
、

そ
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
。

※町田フィルハーモニー交響楽団

名
誉
市
民
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図師大橋

常盤駐在所北

常盤

小山田桜台一

町田街道

日大三高入口
尾根緑道中央

パンステージ
エピソード

大賀藕絲館大賀藕絲館

小山田南小学校

小山田
中学校
小山田
中学校

谷戸池公園谷戸池公園

尾根緑道

小山田1号遺跡

小山田小学校

大泉寺

大谷里山農園大谷里山農園

小山田緑地

多摩丘陵病院多摩丘陵病院

正山寺

持宝院

町田リサイクル
文化センター
町田リサイクル
文化センター

町田市
考古資料室
町田市
考古資料室

小山田神社

ニーズセンター
花の家
ニーズセンター
花の家

図師小学校図師小学校

図師坂下
日影公園
図師坂下
日影公園

日本大学第三中学校・高等学校

大泉寺バス亭大泉寺バス亭

上小山田の長屋門上小山田の長屋門

鶴
見
川

境川

芝溝街道
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街
を

　
　歩
く11

eleventh
step小山田

倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
の
一
人
、小
山

田
氏
が
本
拠
地
と
し
て
い
た
大
泉
寺
を

中
心
に
、小
山
田
エ
リ
ア
に
は
、多
摩
丘
陵
の
谷

戸
を
は
じ
め
と
す
る
広
大
な
自
然
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
す
。
長
閑
な
田
園
風
景
や
鶴
見
川

の
源
流
域
、果
て
し
な
い
眺
望
が
美
し
い
小
山

田
緑
地
な
ど
、大
自
然
と
悠
久
の
歴
史
を
感
じ

る
貴
重
な
エ
リ
ア
で
す
。
秋
の
深
ま
り
と
と
も

に
茜
色
に
色
づ
く
自
然
を
愛
で
な
が
ら
、の
ん

び
り
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

鎌

A. 大谷里山農園　下小山田町1532　　B. 大泉寺　下小山田町332-2　042-797-1839　　C. 小山田緑地　下小山田町・上小山田町　042-797-8968 （小山田緑地サービス     センター）　　D. 大泉寺バス停　下小山田町2675付近　　E. 小山田神社　下小山田町3029　　F. 正山寺　上小山田町1504　042-797-1446

G. 小山田1号遺跡　小山田桜台2-16-32　042-724-2554 （生涯学習総務課）　　H. 谷戸池公園　小山田桜台1-19-1　042-724-4399 （公園緑地課） 　　I. 尾根緑道　小山      町～常盤町～下小山田町　　J. 町田市大賀藕絲館　下小山田町3267　042-797-1616　　K. 町田市考古資料室　下小山田町4016　042-724-2554 （生涯学習総務課）

A

B

C
D

E

K

J

H

I

G

F

縄文時代の土器や石器など、市内の遺
跡から発掘された約200点の貴重な遺
物を無料公開している。

K 町田市考古資料室

小山田氏の城址と伝わる曹洞宗の寺院。
長い参道の先の山門や本堂は荘厳な佇
まい。見学の際はお寺に申し込みを。

B 補陀山 大泉寺

カルガモも訪れる谷戸池をのんびりと回
遊できる公園。周囲にクヌギ・コナラ等
の雑木林を整備している。

H 谷戸池公園

相模原陸軍造兵廠の戦車のテストコー
スとして作られた通称「戦車道路」。春に
は満開の桜に大勢の市民が訪れる。

I 尾根緑道
半世紀以上前に建てられた古いバス停。
中に貼られた手書きの広告には吉川百
貨店や懐かしい名前がたくさん。

D 大泉寺バス停

開放的な広場や水辺、雑木林など多摩
丘陵の原風景が楽しめる。みはらし広場
から望む景色は関東富士見百景の一つ。

C 小山田緑地

平成27年に開山四百年を迎えた浄土真
宗東本願寺派の末寺。美しい阿弥陀如
来や富士山も拝める高台の景色も秀逸。

F 野中山 正山寺

小山田桜台団地造成中に発見された平
安末期～室町期の有力武士の屋敷跡。
現在は調査時の臨場感を再現している。

G 小山田1号遺跡

大自然の中
で田植えや

稲刈り、野菜
収穫、

タケノコ堀り
、ピザづくり

などの農業
体験が

できる。年間
を通して様

々なイベント
を実施。

A 大谷里山農園

大賀ハスや紅花など季節の自然素材で
作る工芸品や雑貨、スイーツを販売する。
クリスマスやお正月向けの品も。

J 町田市大賀藕絲館

承安年間（1171～4）、小山田有重の内室
を祀って建てられた。参道脇の蓮は大賀
藕絲館の手工芸品の材料にされる。

E 小山田神社

見学時はマナーを
守りましょう！

おお　が　ぐう　　し　　かん

毎年恒例、収穫の季節の秋まつりは特産販
売会や焼き芋の無料配布。今年は「自然」を
テーマに、ツリークライミング体験、木の実
を使った工作など、里山ならではのお楽しみ
も満載。雨天中止（詳細はHPから）

里山農園 秋まつり

Event

11月23日（金・祝）
10:30～14:30  大谷里山農園
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鞍
掛
台
自
治
会

長
年
培
っ
た
団
結
力
で

高
齢
者
の
外
出
支
援
に
取
り
組
む

討
し
て
い
た
が
、
自
治
会
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
回
答
が
あ
っ
た
2
0
0

世
帯
の
う
ち
、
6
割
が
外
出
支
援
を
切

望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
本
格
的

に
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

体
的
に
は
近
隣
の
社
会
福
祉
事

　
　

業
者
の
送
迎
車
両
と
ド
ラ
イ
バ
ー

を
空
き
時
間
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、

不
便
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン

だ
。2
0
1
8
年
1
月
に
近
隣
の
社
会

福
祉
事
業
者
や
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、あ
ん
し
ん
相
談
室
、社
会
福
祉
協

議
会
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、月
に
1
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
計
画
を
練
っ
て
き
た
。現
在
は
ル
ー

ト
確
認
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、
テ
ス
ト

走
行
な
ど
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

B

EF D

T
h

e M
ach

ibito
          C

h
iik

i n
i Ik

iru

C

A

B

A. 40年近く、毎週欠かさず練習を続けてきたソフトボールクラブ。実力はもちろん、連帯感も抜群に強い　BC. 防災訓練はどんど焼きと同日開催することで参加者増につながった　D. 右か
ら防災見守り支援隊の代表を務める海老澤さん、中村さん　E. 会長の山岸さん　F. 右からソフトボールクラブの代表を務める本間さんと寺口さん

file
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実

　
今
、
町
内
会
・
自
治
会
の
存
在
意
義

が
見
直
さ
れ
て
い
る
。特
に
地
震
や
水

害
な
ど
の
大
き
な
災
害
時
に
は
地
域
で

助
け
合
っ
た
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、
町
田
市
の
町
内
会
・
自
治

会
の
な
か
で
も
、
地
域
の
課
題
に
向
き

合
い
、
独
自
の
取
り
組
み
で
生
活
の
向

上
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
自
治
会
が
あ

る
。こ
の
区
域
に
在
住
し
て
い
る
世
帯

の
約
9
割
以
上
、
3
3
0
世
帯
が
加
入

す
る
成
瀬
の
鞍
掛
台
自
治
会
だ
。

　
　

9
6
0
年
代
に
分
譲
が
進
ん
だ

　
　

鞍
掛
台
。住
民
の
高
齢
化
が
進
む

こ
の
エ
リ
ア
は
、車
椅
子
も
使
え
な
い
急

勾
配
の
坂
が
多
い
う
え
に
バ
ス
停
ま
で

の
距
離
も
あ
り
、
高
齢
者
を
中
心
に
買

い
物
や
通
院
な
ど
外
出
困
難
者
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
も
年
々
増
え
て
お
り
、
自
治
会

で
は
独
自
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

対
策
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
鞍
掛
台
自
治
会
が
推
し
進
め

て
い
る
打
開
策
が
『
鞍
掛
台
買
物
・
外

出
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』だ
。『
ま
ち
だ
〇

ご
と
大
作
戦
』の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も
認
定

さ
れ
、
2
0
1
9
年
1
月
の
運
用
を
目

指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
過
去
に
新

　
　

聞
配
達
店
が
購
読
世
帯
を
対
象

に
独
自
に
運
営
し
て
い
た
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
あ
っ
た
。し
か
し
、
数
年
前
に
こ
の

サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
利
用
者
が
不

便
を
訴
え
て
い
た
の
だ
。そ
ん
な
状
況
を

受
け
、
自
治
会
も
継
続
し
て
対
策
を
検

　
　

う
し
た
取
り
組
み
の
原
動
力
と

　
　
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
自
治
会
の
団
結
力
に
あ
る
。そ

の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
だ
。36
年
前
か
ら
成
瀬
鞍
掛

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
毎
週
練
習
を
続
け
て

き
た
彼
ら
は
、同
自
治
会
だ
け
で
な
く
、

近
隣
町
内
会
と
合
同
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

で
も
常
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
精
力

的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

会
長
の
山
岸
さ
ん
は
「
会
長
は
輪
番

制
で
す
が
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
中

心
に
、
自
治
会
は
団
結
し
て
地
域
の
課

題
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。お
正
月

に
は
ど
ん
ど
焼
き
や
防
災
訓
練
、
桜
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
お
花
見
を
、夏
に
は
花
火

大
会
と
い
っ
た
自
治
会
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
も
地
元
住
民
が

集
う
大
切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
う
ま
く
運
用
で

き
る
の
か
、
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
で
団

結
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
抱
負
を
語
る
。

　
　

分
た
ち
の
ま
ち
は
皆
で
守
り
、
地

　
　

域
で
支
え
て
い
く
。そ
う
い
っ
た
自

治
の
精
神
が
自
然
と
息
づ
い
て
い
る
エ

リ
ア
な
の
だ
。

こ

具

自

加入に関するお問い合わせ　町田市町内会・自治会連合会　042-722-4262

1
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町
田
市
金
井
の
閑
静
な
住
宅
街
の

奥
、ひ
と
き
わ
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
古

民
家
が
ク
ラ
フ
ト
工
房
L
a
M
a
n
o

（
以
下
ラ
・
ま
の
）だ
。
そ
こ
で
は
知

的
や
身
体
に
障
が
い
を
持
っ
た
27
名

の
利
用
者
が
、生
き
生
き
と
働
い
て

い
る
。

　
　

・
ま
の
は
1
9
8
7
年
に
三
輪

　
　

で
ス
タ
ー
ト
し
た
障
が
い
児
の
造

形
教
室
が
ル
ー
ツ
。
金
井
に
移
転
し
た

の
は
1
9
9
3
年
、N
P
O
法
人
に

な
っ
た
の
は
2
0
0
8
年
の
こ
と
。
織

り
物
と
染
め
物
、刺
繍
を
行
う
工
房

と
、2
0
0
6
年
に
で
き
た
ア
ー
ト
活

動
の
ア
ト
リ
エ
、そ
し
て
畑
も
あ
る
。

作
業
時
間
は
1
日
約
6
時
間
、そ
れ

ぞ
れ
が
得
意
な
仕
事
を
担
い
、ス
タ
ッ

フ
が
作
業
工
程
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
い
製
品
が
完
成
す
る
。

　

工
房
内
に
置
か
れ
た
年
代
物
の
桐

箪
笥
の
引
き
出
し
に
は
、彼
ら
が
制
作

し
た
色
と
り
ど
り
の
マ
フ
ラ
ー
や
手

ぬ
ぐ
い
、布
や
ポ
ー
チ
な
ど
が
並
ぶ
。

丁
寧
な
手
仕
事
で
作
ら
れ
た
作
品
は
、

ど
れ
も
味
わ
い
深
い
一
点
も
の
で
、総

ア
イ
テ
ム
数
は
50
種
に
及
ぶ
。

　
　

0
0
9
年
か
ら
施
設
長
を
務
め

　
　

る
高
野
賢
二
さ
ん
は
、染
色
の
指

導
員
と
し
て
2
0
0
0
年
に
ラ
・
ま

の
に
入
社
し
た
。

　
「
彼
ら
と
は
も
の
づ
く
り
を
共
に
行

う
仲
間
と
し
て
接
し
て
い
ま
す
。
障

が
い
の
部
分
に
対
し
て
の
支
援
は
必

要
で
す
が
、彼
ら
が
自
分
の
居
場
所
と

し
て
、こ
う
し
た
製
品
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
、そ
れ
は
本
人
た
ち

に
も
家
族
に
と
っ
て
も
、支
え
る
私
た

ち
に
と
っ
て
も
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
工
房
は
、福
祉
的
な
意
味
合
い

で
の
役
割
と
、ク
ラ
フ
ト
や
ア
ー
ト
作

品
を
生
み
出
す
工
房
と
し
て
の
存
在

意
義
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
地
域
と

も
連
携
し
な
が
ら
、質
の
高
い
も
の
づ

く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

　
　

ー
ト
作
品
は
美
術
展
で
表
彰
さ

　
　

れ
る
こ
と
も
多
く
、2
0
1
7

年
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
障

が
い
者
の
文
化
芸
術
国
際
交
流
事

業
で
工
房
か
ら
3
人
の
作
品
が
選
ば

れ
た
。
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
る
年
賀

状
の
モ
チ
ー
フ
に
採
用
さ
れ
た
り
、

T
O
K
Y
O
2
0
2
0
公
認
文
化
オ

リ
ン
ピ
ア
ー
ド
と
し
て
、東
京
都
や

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
が
実
施
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

ラ
・
ま
の
が
健
全
に
運
営
で
き
て

い
る
理
由
の
一
つ
は
、サ
ポ
ー
ト
す
る

実
に
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
お

か
げ
だ
。
そ
の
数
は
年
間
通
し
て
延
べ

1
千
名
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
で
き

る
範
囲
で
ラ
・
ま
の
を
支
え
て
い
る
。

　
「
近
所
の
方
や
メ
ン
バ
ー
の
親
御
さ

ん
を
は
じ
め
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
内
容

は
ア
イ
ロ
ン
や
縫
製
な
ど
の
製
品
の
仕

上
げ
作
業
や
畑
、花
壇
の
手
入
れ
、イ
ベ

ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
様
々
で
す
。
参
加

の
回
数
は
、月
に
1
回
の
方
も
い
ま
す

し
、中
に
は『
こ
こ
に
来
る
と
癒
さ
れ

る
』と
言
っ
て
繰
り
返
し
来
ら
れ
る
方

も
い
ま
す
。」

　

地
域
と
の
連
携
に
も
積
極
的
で
、近

く
の
金
井
中
学
校
と
は
継
続
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、文
化
祭
に
は

ブ
ー
ス
出
展
も
し
て
い
る
。
周
辺
の
住

民
が
、染
織
教
室
に
参
加
し
た
り
、気
軽

に
買
い
物
に
訪
れ
る
な
ど
、地
域
に

オ
ー
プ
ン
な
と
こ
ろ
も
ラ
・
ま
の
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
ペ
イ
ン
語
で「
手
」を
意
味
す
る

　
　
『
L
a  

M
a
n
o
』。
利
用
者
の

個
性
的
な
手
で
丁
寧
に
紡
ぎ
出
さ
れ

た
作
品
の
背
景
に
は
、数
え
き
れ
な

い
善
意
の
手
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。    

　

A

NPO法人LaMano　金井5-14-18　042-736-1455

file
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A. 織りの工房には本格的な機織り機が12台。鮮やかな草木染の糸で織ったマフラーはラ・まのの人気商品　B. 作品が年賀状に採用
されるなど、アーティストとして全国で企画展も開催される尾崎文彦さんの作品　C. ラ・まのに携わって20年を迎える施設長の高野
賢二さん　DE. それぞれの強みを活かした仕事に従事するのがラ・まの流。驚くべき集中力で美しい作品を紡ぐ利用者たち   

DE

B

多くの人の“手”に支えられ
紡がれていくもの

NPO法人 LaMano
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h
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ibito
          C
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ラ

ア

2

ス

LaMano冬の染色展   12月７日（金）～10日（月）10:00～16:00
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四季のうつろいもご馳走に。自然の中の一軒家レストラン

俊宣茶房

町田市野津田町1599-6　042-736-8878

11:30～15:00（LO13:30）、17:30～21:00（LO19:00）
火休　要予約
ht tps://syunsensabo.owst.jp/

画家の別邸をリノベーションしたレストランは、軽井沢の森の中にいるような静寂が漂う。
フレンチに和テイストを加えたお料理のコースはフレッシュな野菜もたっぷり。ランチなら
3,600円、ディナーは5,000円～。どちらも税・サービス料込。

11

心
に
残
る
大
切
な
日
は
、
普
段
よ
り
少
し
だ
け
贅
沢
を
し
て

景
色
の
綺
麗
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ご
馳
走
を
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

特
別
な
日
に
訪
れ
た
い
お
店

th
e
 r
e
s
ta
u
r
a
n
t to

 v
is
it o

n
 a
 s
p
e
c
ia
l d
a
y

町田市原町田4-6-11 櫻粋館1F　042-710-3388

平日11:30～14:30（LO14:00）、17:30～21:30（LO21:00）
土日祝11:30～21:30（LO21:00）
無休（12 /31・1/1　鰻供養祭の日は除く） 
http://www.yokohamayasohachi.com/machida/access

町田市三輪緑山3-18-20　044-572-4820 

11:30～15:00（LO13:00）、
18:00～24:00（LO21:00）
月休（祝日の場合は翌火休） 　要予約
ht tps://www.midor iyama-matsudake.jp/

古民家の佇まいでいただける鰻と和食。天然ものにこだ
わった鰻と代々受け継いだ秘伝のタレ、熟練した職人が
一つ一つ手焼きする伝統の技。　

明治4 3年創業。伝統を継承する老舗

八十八　町田店
閑静な住宅街の一軒家レストラン。星付きレストランで
腕を磨いたシェフが紡ぐフレンチは、五感を刺激する一皿。
ランチは2組、ディナーは1組限定。

有機野菜をふんだんに使った美しい正統派フレンチ

緑山松田家

お
誕
生
日
や

　
　

記
念
日
に

町田市原町田4-17-1　042-732-3360

18:00～21:30（LO）
不定休　要予約
ht tp:// la-saison-nishiyama.com/ 

数々の有名店で料理長を務めたシェフの豊かな美学が息づ
く隠れ家レストラン。席数わずか10席、お料理は旬の食材を
用いた全8品のおまかせコース。オー
プンキッチンのライブ感も楽しんで。

お箸でいただくフレンチ割烹

L a  S a i s o n  N i s h i y a m a

町田市原町田6-17-3 2F・3F　042-728-0019

月～土　11:30～13:30、17:00～22:00（LO22:00） 
祝日　17:00～22:00（LO22:00） 　日休 

ht tp://www.sushi-kumaki.com/

昭和61年創業、旬と鮮度にこだわった天然素材のお鮨
と創作料理がいただけるお店。日替わりのおススメ料理
を美味しいお酒でちょっとずついただ
くのが久満　スタイル。

天然ものの江戸前鮨と創作料理

久満

緑山松田家

三輪中央公園

グルメシティ

↑
鶴
川

三
輪
緑
山
住
宅
入
口

三
輪
中
央
公
園
前

東急
ツインズ

ジョルナ

レミィ町田

交番

小
田
急
町
田

久満㐂

JR町田

レミィ町田

ぽっぽ
町田

ファミリー
マート

ダイエー

東急

JR町田

小
田
急
町
田 八十八

町田店

野津田公園
上の原グラウンド

自由民権
資料館

鶴見川

芝溝街道

俊宣茶房

新袋橋

レミィ町田

東急
館
書
図
央
中

町田街道
La saison Nishiyama

JR町田

小
田
急
町
田

町田市民文学館
ことばらんど

しゅん    せん      さ       ぼうや       そ     はち

く        ま        き

コース　10,800円（サービス料別） 超特にぎり　3,240円（税込）

鰻重　3,820円～（税・サービス料別） ディナーコース　6,500円（税・サービス料込）ランチコース　4,500円～（税・サービス料込）ランチコース　4,500円～（税・サービス料込）ランチコース　4,500円～（税・サービス料込）
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M a c h i b i t o -S n a p

町田のイメージ を漢字一文字で表してくださいあなたが抱く

まちびとスナップ 11

大迫 傑選手

志村 芳彦さん

西野 博子さん

石井 敬子さん

石田 一太郎さん

伊藤 将太さん

生涯学習センター イメージキャラクター
マニャミン・マナブゥ

伊賀 智子さん・宮崎 洋子さん・藤井 賀江子さん・鈴木 蕉子さん

どきどきキャンプ  佐藤 満春さん

三好 貴浩さん 船木さん・山岸さん・海老澤さん

菊池 遼さん

西沢 典雄さん・高野 賢二さん・高橋 研登さん

西山 英司さん 山本 真亜子さん

成沢 重幸さん

菅原 浩さん

柴原 育美さん・美萠さん・宣宇くん
み  ほ のりいえ

内田 梨香さん野津 真央さん・小林 学さん

学



東敦子さんは、町田フィルの団員と共に早朝練習にも参加し
当日を迎えた。毎年4月29日は、この日のために
他の予定は決して入れなかったという。
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まちびと写真館 其
の
十
一つくし野オペラコンサート

昭和59（1984）年4月29日

駅
前
が
劇
場
と
化
し
た
日

風
の
強
い
、あ
る
晴
れ
た
日
の
午
後
。
普
段
は
閑
静
な

つ
く
し
野
の
駅
前
が
、聴
衆
で
溢
れ
返
っ
た
。
1
9
8
4

年
か
ら
12
年
間
続
い
た「
つ
く
し
野
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
」は
、駅
前
が
再
開
発
で
綺
麗
に
な
っ
た
と
き
、近
く

に
住
ん
で
い
た
東
敦
子
さ
ん
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
始

ま
っ
た
。「
こ
の
煉
瓦
は
歌
声
が
綺
麗
に
響
き
そ
う
。
イ

タ
リ
ア
で
は
、街
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
歌
声
が
聞
こ
え
て

く
る
の
よ
。」

東
敦
子
さ
ん
は
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン
国

立
歌
劇
場
の
舞
台
に
立
っ
た
日
本
が
誇
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
だ
。
透
明
感
あ
ふ
れ
る
歌
声
と
圧
倒
的
な
表
現
力

で
日
本
オ
ペ
ラ
界
を
牽
引
し
た
。

タ
ク
ト
を
振
っ
た
の
は
町
田
フ
ィ
ル
を
創
設
時
か
ら

指
導
し
て
き
た
荒
谷
俊
治
氏
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ「
セ
ヴ
ィ
リ

ア
の
理
髪
師
」序
曲
の
軽
快
な
音
色
が
響
き
渡
る
と
、

駅
前
の
空
気
は
一
変
し
た
。
中
に
は
九
州
か
ら
駆
け

付
け
た
と
い
う
人
も
い
た
。
駅
で
は
切
符
が
無
く
な
り
、

駅
員
が
手
作
り
し
て
そ
の
場
を
し
の
い
だ
と
い
う
。

世
界
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
の
歌
声
と
町
田
フ
ィ
ル
が
紡

ぐ
音
の
旋
律
が
一
つ
と
な
り
、街
を
包
み
込
ん
だ
。
そ

の
夢
の
よ
う
な
午
後
は
、今
で
も
記
憶
の
片
隅
で
想
い

出
と
共
に
美
し
い
音
色
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

撮影した場所

東急田園都市線 つくし野駅前

あ
ず
ま
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町田の注目ニュースとミミヨリ情報 2018年10月～2019年3月N E WS  &  INFOR M AT ION
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架空請求にご注意を

町田市消費生活センター 042-725-8805

みつはしちかこ展
ー恋と、まんがと、青春とー

 期　間　10月20日㈯～12月24日（月・振休）
 場　所　町田市民文学館ことばらんど
家族とともに玉川学園に暮らした漫画家の
みつはしちかこ。『小さな恋のものがたり』
『ハーイあっこです』などの漫画作品をはじ
め、自身が編集を手がけた雑誌『いつかど
こかで』で発表されたイラストや詩画、少
女時代からたしなんできた俳句などを紹
介する。みつはしちかこの足跡を顕彰する
町田市初の本格的展覧会。10時～ 17時 

一般400円 大学生・65歳以上200円    

 期　日　11月25日㈰
 場　所　生涯学習センター7階ホール
生活に即したテーマで学ぶ「まちだ市民大
学ＨＡＴＳ」の公開講座。東京大学名誉教
授の安井至氏に、エネルギー問題、地球の
気候変動を抑えるパリ協定、温暖化懐疑論
など、行政や市民が未来に向けてより良い
生活を送るための長期的課題について伺
う。イベントダイヤル042-724-5656（11/18

まで）または生涯学習センター（11/19以
降）で申し込み。14時～16時 入場無料

町田市民文学館ことばらんど 042-739-3420

2050年の地球環境と
市民生活を考える

町田市生涯学習センター 042-728-0071

 期　間　毎月最終（12月・3月は第3）金曜日
 場　所　町田ターミナルプラザ市民広場
2019年3月まで毎月最終金曜日に開催さ
れる映画無料上映会「まちなかシネマ」。
屋外大型スクリーンでの迫力ある映像が
JR横浜線町田駅ターミナル口からすぐ、ぺ
デストリアンデッキ直結の町田ターミナル
プラザ市民広場で楽しめる。11月30日は
『モンスターホテル』、12月21日は『アー
サー・クリスマスの大冒険』を上映予定。
19時～ 雨天決行 入場無料　    

 期　日　12月1日㈯
 場　所　野津田農村伝道神学校グラウンド
地産地消をテーマに定期開催している『里で
見つける いいモノ、いい場所、いい出会い』。
作り手と買い手が顔の見える関係で、里山の
環境・文化を愛し未来につなごうと活動して
いる。生産者とおしゃべりしながら、町田市
と周辺のおいしいものを買って、自然の中で
のんびり遊ぶ、豊かで贅沢な時間をぜひ！
10時～14時 運営ボランティアも募集中。詳
細はまちだ里のマルシェのFacebookで。

町田市産業政策課 042-724-3296

町田フィル
ミニコンサート

 期　日　1月26日㈯
 場　所　和光大学ポプリホール鶴川
1975年から地域音楽文化振興の中心的な
役割を担ってきた町田フィルハーモニー交
響楽団。年2回の定期演奏会では披露でき
ない管楽・弦楽など小編成のアンサンブ
ルによる気軽なコンサート。ラプソディー・
イン・ブルー／ガーシュイン、セレナード第
2番（第1楽章）／ブラームス、交響曲第40

番（第1楽章）／モーツァルト ほか。19時
30分開演 入場無料（チケット発券の場合
あり）詳細は町田フィルのFacebookで。

第3回
まちだ里のマルシェ

まちなかシネマ
MACHIDA

実行委員会事務局 090-1955-7129

登録手数料や退会手数料などと理由をつ
けて高額な料金を請求してくる架空請求。
被害を未然に防止するため、専門相談員が
出向いて消費生活出前学習会を実施し、ト
ラブルの事例や詐欺の手口、対処法などを
紹介している。悪質商法の被害から身を
守るためにもぜひ活用を。お申し込み・お
問い合わせは消費生活センターで受け付
け中。また事業者との契約トラブルや架空
請求、多重債務等の相談は来所または相
談専用電話042-722-0001へ。

ⓒChikako Mitsuhashi



〒194-0021
東京都町田市中町1-17-11-3F
株式会社 VisionDesign
まちびと編集部

右下のアンケート用紙を
切り取ってお送りください

FAX

042-711-7804

右下のアンケート用紙を
FAXでお送りください

machibito@vision-design.biz

タイトルに「まちびと」とつけ、
本文にアンケートの答えや
氏名を記載してお送りください

ご応募は…
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封書で FAXで e-mai lで

俊
宣
茶
房
　

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
を
ペ
ア
で

応募締切　2019年1月20日必着 ※Bのみ12月19日必着

MACH I
B I TO

Q1 「まちびと」秋冬号をご覧になっていかがでしたか?

① 良かった
② 普通
③ 良くなかった　※良くなかった理由も教えてください
（   ）

Q2 「まちびと」をどこで入手されましたか?

① 町内会・自治会での回覧
② 市の公共施設（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　
③ その他（ ）

Q3 おもしろかった記事を教えてください（複数回答可）
① 特集1（美術館・博物館にでかけよう）
② 特集2（白洲正子）
③ 特集3（荒谷俊治）
④ 街を歩く ～小山田～
⑤ Theまち人　鞍掛台自治会
⑥ Theまち人　NPO法人 LaMano

⑦ マチダdeグルメ
⑧ Machibito-Snap

⑨ まちびと写真館
⑩ NEWS＆INFORMATION

⑪ プレゼント&アンケート
⑫ カイルカードのマチダ・ダマシイ
⑬ まちびとひろば
⑭ 住まいを考える

Q4 今回の記事で参加や申し込み、お出かけなど、
  実際に行動したくなった情報はありましたか?

① あった （　　　　　　　　　　　　　　　　　）
② なかった

Q7 今後取り上げてほしい記事や特集を
  教えてください

Q8 ご希望のプレゼント番号をお選びください
  A・ B ( 　 　 　   )・ C・ D

PRESENT & QUESTIONNAIRE 

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。  ※個人情報の管理について　「まちびと」は、読者や利用者のプライバシーを尊重し、個人情報の管理に細心の注意を払い、
厳重に取り扱います。  ※アンケートの内容は、誌面に掲載する場合がございます。匿名希望の場合は、ペンネームをご記入ください。
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ご住所　〒           –

男・女 ペンネーム E-ma i l

お名前 年齢
フリガナ

TEL　　　　　–　　　　　–

Q5 これからの町田市に期待することを
  教えてください 

Q6 今号の「まちびと」へのご意見やご感想を
  お願いします

切
り
取
り
線

「まちびと」秋冬号をお読みいただき、ありがとうございました。
これからもさらに充実した「まちびと」を作るために、
たくさんのご感想・ご意見をお待ちしています。

プレゼントを希望される方は、アンケートにご回答いただき、奮ってご応募ください。

プレゼント &アンケート

都 道
府 県

郡 市
区

スタイルを変えずに、日々刻 と々変わる「ニュース」を素材にコントを仕上
げ舞台化。政治、経済、事件…モロモロの社会情勢を笑いに転換するザ・
ニュースペーパーが町田にやってきます！（全席指定3,500円）

社会風刺コント集団　
ザ・ニュースペーパーin町田

「サトミツ＆ザ・トイレッツ」
  サイン入りCD

【日時】 2019年2月2日（土） 14:30開演
【会場】 町田市民ホール（小田急町田駅徒歩7分）

1組
2名様

B
PR

ESENT

A
PR

ESENT

豊かな自然に囲まれた町田市金井のクラフト工房LaManoから、草木で染
めた毛糸で織ったマフラーを2名様、型染め手ぬぐいを3名様、アート作品を
集めた2019年カレンダーを5名様に。ご希望のアイテムを記載のこと。

クラフト工房LaMano
草木染の手織りマフラー・
手ぬぐい・カレンダー10名様

合計

D
PR

ESENT

町田市生まれ、町田市在住のお笑いタレント“サトミツ”こと、どきどきキャ
ンプ佐藤満春さん率いる 世界初のトイレバンド「サトミツ＆ザ・トイレッ
ツ」のデビューシングル『あしたトイレに行こう』をサイン入りで。

日常の慌ただしさを忘れられる自然の中の隠れ家レストラン俊宣茶房（町
田市野津田町1599-6）。別荘をリノベーションしたこだわりの空間で味わ
うフレンチのランチコース（税サ込み1人3600円）をペアで。

※Q3のリスト番号でお選びください （複数回答可）

1名様
C

PR
ESENT

2組
4名様



マチダ・ダマシイ
カイルカードの

町田在住のカナダ人タレントが綴る、“町田愛”たっぷりのコラムです

　
す
っ
か
り
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た

で
す
ね
！
も
う
毎
日
が
辛
く
て
辛

く
て
、早
く
秋
に
な
っ
て
、焼
き
芋
や

旬
の
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
ま

す
よ
う
に
♡
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
僕
が
い
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
町
田
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。僕
は「
東
京
カ
ウ

ボ
ー
イ
ズ
」と
い
う
短
編
映
画
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
一
員
で
、こ
の
春

『
T
h
e 

B
e
n
z
a
』（
そ
う
、あ
の

便
座
で
す
！
）と
い
う
短
編
映
画
を

作
り
ま
し
た
。ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し

て
い
る
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、な

ぜ
か
突
然
壊
れ
て
し
ま
っ
た
便
座

を
探
し
て
、あ
ち
こ
ち
奔
走
す
る
と

い
う
コ
メ
デ
ィ
で
、ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
町
田
市
木
曽
西
の
愛
知
金
物
建

材
さ
ん
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。皆
さ
ん
の
協
力
で
い
い

シ
ー
ン
が
撮
れ
、日
本
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

も
上
映
さ
れ
、賞
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
少
し

で
す
が
町
田
を
世
界
に
発
信
で
き

て
、と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。

　

そ
し
て
、夏
真
っ
盛
り
の
8
月
に

は
、30
カ
国
以
上
の
映
画
制
作
者
が

参
加
し
、1
0
0
カ
国
を
超
え
る
作

品
が
上
映
さ
れ
た
韓
国
の
映
画
祭

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、ソ
ウ
ル
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
な
ん
と
、

ベ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
賞
を
受
賞
、韓

国
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
で
シ

リ
ー
ズ
化
も
決
定
し
、こ
の
秋
か
ら

続
編
の
撮
影
も
始
ま
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、撮
影
地
は
町
田
で
す
！

　

韓
国
で
今
回
強
く
感
じ
た
の
は
、

映
画
祭
は
や
は
り
国
際
交
流
や
観

光
ア
ピ
ー
ル
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
半

端
な
い
と
い
う
こ
と
。も
ち
ろ
ん
、

観
光
地
と
コ
ラ
ボ
し
た
作
品
は
こ

れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
撮
影
す
る
だ
け
で
な

く
、ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
そ
の
土
地

の
伝
統
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、ご
当
地

グ
ル
メ
な
ど
を
し
っ
か
り
盛
り
込

み
、よ
り
効
果
的
に
撮
影
し
た
り
テ

ロ
ッ
プ
を
入
れ
た
り
し
た
ら
…
と
て

も
い
い
観
光
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
す

よ
ね
。そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
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映画で
マチダを
熱くする！

第11回

町田市在住 カナダ バンクーバー出身
「5時に夢中（東京MX）」、「ものまね
グランプリ（日テレ）」の他、映画
『永遠の0』 『バンクーバーの朝日』
などに出演。パーソナルトレーニ
ングジム・RIZ APのCMではビ
フォーアフターで絞り上げた肉体
美を披露した。NHK Eテレの「エ
イエイGO！」ではスペースレン
ジャー役で出演中。流暢な日本
語、カナダユーモアを織り交ぜた
トークで、俳優・モデル・MCな
ど幅広く活躍。特技はものまね、
オペラ、ウェイトトレーニング

カイル カード
P R O F I L E

ら
、こ
の
町
田
も
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
っ
て
、い
い
作
品
が
撮

れ
る
に
違
い
な
い
〜
と
気
づ
い
て
し

ま
っ
た
の
で
す
！

　

韓
国
で
観
た
よ
う
な
凄
い
作
品

に
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ど
遠
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、い
つ
か
町
田
の
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
い
い
映
画
が

撮
れ
た
ら
な
ぁ
…
♡
と
考
え
て
い

ま
す
。自
慢
し
た
い
素
敵
な
場
所

が
山
ほ
ど
あ
る
町
田
。コ
コ
が
世
界

有
数
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
に
町
田
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
…
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

●
夏
や
秋
の
お
祭
り
特
集
で
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
に
足

を
運
び
た
い
で
す
。（
高
ヶ
坂　

g
a
o
さ
ん
）

 

●「
街
を
歩
く
」で
三
輪
町
が
開
け
た
町
な
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。　
（
忠
生　

天
花
さ
ん
）

●
関
根
選
手
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
、
ま
た

大
会
の
報
告
が
見
た
い
で
す
。

（
金
井
町　

み
る
く
ち
ゃ
ん
）

 

●
無
形
民
俗
文
化
財
、
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ぜ
ひ
、
み
て
み
た
い
で
す
。
読
み
や
す

く
、
次
号
が
楽
し
み
で
す
♪

（
木
曽
東　

か
ぼ
さ
ん
）

 

●
町
田
に
色
々
な
お
祭
り
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

達
と
一
緒
に
お
出
か
け
出
来
る
ス
ポ
ッ
ト
の
特

集
を
お
願
い
し
ま
す
。  

（
根
岸　

く
ま
さ
ん
）

 

●
町
田
出
身
や
在
住
の
有
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
な
ん
と
な
く
自
慢
で
き
る
こ
と
で
嬉
し
く
な

り
ま
す
。
町
田
市
の
西
方
、
相
原
や
鑓
水
の

話
題
が
も
っ
と
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。   

（
小
山
ヶ
丘　

S
・
M
さ
ん
）

●
鶴
川
に
住
ん
で
い
た
歴
史
的
な
人
物
の
記

事
に
鶴
川
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
し
た
。

（
鶴
川　

井
上
英
子
さ
ん
）

次号まちびと 2019年春号は  2019年3月15日発行です
「まちびと」は、市民センターや図書館等の公共施設窓口のほか、市内の郵便局・農協の各支店・病院や美容院・
スーパー等、約600箇所に設置しています。また、町田市役所2階、市民協働推進課 おうえん広場内の「NPO・地
域活動情報コーナー」では、最新号や在庫のあるバックナンバーもございます。なお、町田市の公式ホームページ
でもPDF版と電子ブック版をご覧いただくことができます。

町田の魅力をたっぷりとご紹介！

http://www.city.machida.tokyo.jp/community/shimin/katsudou/machibito/

まちびと編集部     株式会社 VisionDesign内   TEL 042-711-7770（平日10時～19時）   FAX 042-711-7804   machibito@vision-design.biz
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●
町
田
に
40
年
余
住
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
ん

な
に
沢
山
の
ま
つ
り
の
行
事
が
あ
る
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
元
気
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

（
山
崎
町　

佐
々
木
晴
代
さ
ん
）

●
三
輪
町
の
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
ま
し
た
。ま
た
、災
害
の
時
、町
田

で
生
き
る
に
は
。地
域
の
と
り
く
み
を
知
り

た
い
で
す
。　　
　
　　
（
中
町　

花
猫
さ
ん
）

　

仕
事
柄
、各
界
の
著
名
な
方
々
に
よ
く
お

会
い
し
ま
す
が
、今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
荒
谷
先
生
は
そ
れ
は
そ
れ
は
素
敵
な
方
で

し
た
。
先
生
を
知
る
方
々
が
皆
、口
を
揃
え

て
先
生
を
称
え
敬
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
か
！
と
瞬
時
に
納
得
で
き
た
ほ
ど

で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、10
月
の
初
旬
に
は
マ

ラ
ソ
ン
の
日
本
記
録
が
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し

た
が
、そ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
大
迫
選
手

も
町
田
生
ま
れ
、町
田
育
ち
。「
モ
ノ
」や「
コ

ト
」だ
け
で
な
く
、世
界
に
誇
れ
る〝
ま
ち
び

と
〞を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
ご
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
よ
り      E

d
ito

r's N
o

te
 

読
者
か
ら
の
お
便
り      F

ro
m

 R
e

a
d

e
rs

夏
号
で
掲
載
し
た『
金
井
獅
子
舞
』の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、左
記
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　

誤　

9
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
）

　

正　

9
月
16
日（
日
）
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昭
和
の
面
影
が
漂
う
雰
囲
気
や
、昔
な
が
ら
の
細
か
い
間
取
り
。

そ
ん
な
団
地
を
住
ま
い
手
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
空
間
へ
。

人
生
が
楽
し
く
な
る
団
地
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

5 3

1

高
度
成
長
期
に
分
譲
さ
れ
た
藤
の
台

団
地
で
子
育
て
期
を
過
ご
し
た
K
夫

妻
。
そ
の
後
は
杉
並
に
暮
ら
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
も
独
立
し
、そ
ろ
そ
ろ
夫
婦
で

ゆ
っ
く
り
暮
ら
し
た
い
と
、2
0
1
8
年

の
夏
、懐
か
し
の
我
が
家
へ
戻
っ
て
き
た
。

そ
の
際
、75
平
米
の
南
向
き
3
L
D
K

だ
っ
た
住
戸
を
、
二
人
暮
ら
し
に
合
わ

せ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
決

め
た
。

玄
関
を
開
け
る
と
そ
こ
は
木
の
香
り

に
包
ま
れ
、お
お
よ
そ
団
地
の
一
室
と
は

思
え
な
い
端
正
な
空
間
が
広
が
っ
て
い

た
。
南
に
面
し
た
大
き
な
窓
か
ら
は
緑

豊
か
な
玉
川
学
園
の
家
並
み
が
望
め
、

見
晴
ら
し
も
抜
群
だ
。

「
窓
ご
し
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
キ
ッ

チ
ン
で
お
皿
が
洗
え
る
ん
で
す
。
ど
こ
に

い
て
も
光
が
差
し
込
ん
で
本
当
に
明
る

い
の
。
嬉
し
い
の
は
、前
の
家
で
使
っ
て
い

た
家
具
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
こ
れ
た
こ

と
。
狭
い
団
地
に
は
入
ら
な
い
だ
ろ
う

と
諦
め
て
い
た
ん
で
す
。」

そ
う
語
る
奥
様
は
、家
の
こ
と
を
話

し
始
め
る
と
笑
顔
が
溢
れ
た
。

ご
主
人
が
集
め
た
鉄
道
模
型
が
飾
ら

れ
た
奥
行
き
の
浅
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
家
具
は
、杉
並
の
家
で
使
っ
て
い
た
も

の
。
壁
面
収
納
に
転
用
し
、今
で
も
家

の
真
ん
中
で
ご
主
人
の
生
活
に
潤
い
を

与
え
て
い
る
。
全
国
を
回
っ
て
集
め
た

大
量
の
鉄
道
資
料
や
想
い
出
の
詰
ま
っ

た
写
真
た
ち
も
、ス
ラ
イ
ド
収
納
の
中

で
整
然
と
並
ぶ
。こ
れ
も
前
の
家
で
使
っ

て
い
た
特
注
品
で
、使
い
勝
手
の
良
さ
と

抜
群
の
収
納
力
が
気
に
入
り
、再
利
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
台
所
に
置
か
れ
た

大
き
な
食
器
棚
も
何
十
年
も
使
っ
た
愛

着
が
あ
る
も
の
だ
。

低
い
天
井
と
小
さ
な
和
室
。
そ
ん
な

団
地
な
ら
で
は
の
間
取
り
は
ほ
と
ん
ど

取
り
払
わ
れ
、一
つ
の
の
び
や
か
な
空

間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ど
こ
に
い
て
も

互
い
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
オ
ー
プ
ン

な
ス
ペ
ー
ス
を
、南
か
ら
差
し
込
む
柔
ら

か
な
日
差
し
が
包
み
込
ん
で
い
る
。
リ
ビ

ン
グ
に
隣
接
し
た
和
室
も
障
子
を
開
け

放
て
ば
、さ
ら
に
広
が
り
が
増
す
。

床
材
の
モ
ミ
の
木
に
は
浮
造
り
加
工

が
施
さ
れ
、裸
足
で
歩
く
と
気
持
ち
が

い
い
。
段
差
や
敷
居
は
全
て
撤
去
さ
れ
、

に
、最
新
の
住
宅
設
備
や
自
然
素
材
を

効
果
的
に
取
り
入
れ
、住
み
や
す
さ
だ

け
で
な
く
安
全
や
安
心
、そ
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
か
な
え
て
く
れ
た
鈴
木
工
務

店
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、暮
ら
し
方
そ
の

も
の
を
変
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
っ
た
の

だ
。
居
心
地
の
良
さ
と
、想
い
出
の
品
に

囲
ま
れ
た
K
夫
妻
は
、町
田
で
始
ま
る

こ
れ
か
ら
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い
く
。

築
50
年
の
団
地
も
快
適
に
、美
し
く

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

4

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
た
室
内
は
転
倒
の

心
配
も
な
い
。
夜
に
は
足
元
を
照
ら
す

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
自
動
で
点
灯
す
る
。

「
団
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
築
50
年

の
物
件
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
変
わ
る
と
は

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
全
体
的
に
新
し

く
、綺
麗
に
な
る
く
ら
い
な
の
か
と
思
っ

て
い
た
か
ら
。
そ
れ
と
、猛
暑
だ
っ
た
こ

の
夏
の
電
気
代
が
8
千
円
程
度
で
済
ん

だ
ん
で
す
よ
。」驚
き
を
隠
せ
な
い
の
は

ご
主
人
だ
。

光
熱
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、高
性
能
の
断
熱
素
材
を
し
っ
か
り

入
れ
、二
重
窓
に
す
る
こ
と
で
外
気
を

遮
断
し
て
い
る
か
ら
。一
方
、冬
の
寒
さ

対
策
に
窓
際
の
床
に
敷
い
た
陶
板
は
、

太
陽
が
低
く
な
る
冬
は
太
陽
熱
を
集

め
る
蓄
熱
体
と
し
て
部
屋
を
暖
め
て
く

れ
る
。

古
く
て
使
い
慣
れ
た
も
の
は
大
切

1. リビングの大きな窓の光が差し込む廊下。床と壁に用いたモミ材は、浮造り仕上げで光と影を映す。左には和室、右にはキッチン　2. 昼間なら自然光で十分明るい対面式のキッチン。リビングと 隣接する和室へも視界が広がる　3. 趣味の習字を楽しむ和室は障子を閉めて客間にすることも。普段は障子を開け放ち、オープンなスペース
として使用している　4.洗面とトイレは一つの空間にして、開放感と使いやすさを実現した。扉は引き戸に、床もバリアフリーに　5. 暗い印象だった北側の玄関も、木の質感を活かし、清潔感溢れる 明るい空間に生まれ変わった

※家電消費を含むゼロエネルギーハウス　延床面積：111.76㎡

建物完成見学会

「集う風景」  リアルＺＥＨ※ ＯＭＸの家
会場：町田市広袴   ●予約制。要問合せ

11月23日（金・祝）
       24日（土）
       25日（日）






